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ご質問ありがとうございます。 

産、官、民一体となった取組をしなければならな

いのが京都議定書です。 

ですが、これが中小企業まで、どのような形で波

及してくるかはまだよくわかりません。 

 

一つ言えるのは、これは私達へではなくて、皆

様の顧客企業、又は官公庁に聞くのが早いのでは

ないかと思います。恐らくは税負担というような

形で影響があるのではないかと思われますが、現

在のところではどうともいえませんね。 

 

ちなみに、私は日本にとって、京都議定書は実

に厄介な問題だと考えています。 

無論、地球温暖化は食い止めなければならない問

題です。そして、地球温暖化を押し進めているの

は温室効果ガスであり、そのうち排出量を減らさ

なければならないのは二酸化炭素です。そのこと

に議論の余地はないのかもしれません。しかし、

京都議定書を発効させることが、果たして本当に

その二酸化炭素を減らす方法なのかどうかがよく

分からないところです。 

 

まずはニューヨークタイムスが掲示しているＫ

ＹＯＴＯグラフ（http://www.nytimes.com/im

agepages/2005/02/16/business/200502

16_KYOTO_GRAPHIC.html）を見てください 

 

  

＜質問内容＞ 

京都議定書が発効されたということですが、これにより、自分達に何か影響がありますか？ 

 匿名希望  （鳥取県 建設業） 

これは１９９０年当時の二酸化炭素排出量と現

在の排出量が一目でわかるグラフです。 

  

このグラフを参考にすると、二酸化炭素の排出

量は、多い順にアメリカ、中国、ロシア、インド

、日本、ドイツ、ブラジル、カナダ、イギリス、

イタリアです。 

このうち、先進国側にだけ国別の削減目標を立

てたのが京都議定書です。見てみると一目瞭然で

すが、世界一の排出国であり、世界排出の４分の

一を占めているアメリカは批准する気持ちがあり

ません。また世界第二位である中国と、四位のイ

ンド、七位のブラジルは途上国なので削減義務は

なし。三位のロシアは経済停滞で排出が減ってい

ます。 

また５位のドイツは旧型設備で大量排出してい

た東ドイツの枠を取り込むことができたので排出

量は減っており、英国はエネルギー資源を石炭か

ら天然ガスに転換して排出が減っており、またイ

タリアを含めてＥＵ全体として計算することにな

っていて、東欧諸国の参加で枠に余裕が生まれる

ことになります。  

 

つまり、京都議定書発効により、二酸化炭素を

減らす努力をする必要があるのは既に省エネ優等

生である日本だけなのです。極端な言い方をすれ

ば日本がロシアにお金を払う条約のようなもので 

「京都議定書がもたらす影響とは？」 
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あり、実際に世界各国が二酸化炭素の排出量を減

らす活動には結びつかないのではないか？と私は

思っています。 

 

この問題に関しては、皆様色んな意見があると思

います。いちコンサルタントの意見として参考に

して下さい。 

 

■ＩＳＯ取得から運営改善までサポート！ 
 ISO9001／14001取得のご相談は、お気軽に 

 中小企業ISOサポートセンターへ  

   ＴＥＬ（０８５９）３７－５４１１ AM9:00～PM5:00 

 （受付担当：伊藤） 

 

■自社努力での取得・運営改善ならコチラを 
 自社取得に役立つ教材販売は下記のＨＰまで。 

        http://www.isosupport.net 


